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問合わせ先：本館 2 階 学事室（大学院）内線 2215 

-大学院歯学独立研究科- 

第 9 0 回 大 学 院 研 究 科 発 表 会 プ ロ グ ラ ム 
 

大学院学生等が、これまでの研究成果を発表します。 

どなたでも聴講できますので、多数の参加をお待ちしております（聴講申込不要） 
 

 

場 所：実習館2階 総合歯科医学研究所セミナー室 

日 時：2020年2月26日（水）17時25分 開会 

 

－2020年2月26日（水）－ 
No. 発表区分・予定時間 演題名・発表者 審査委員 

 17：25 開会挨拶 山田研究科長  

1 

［大学院］ 

17：30～18：00 
司会：山田 教授 

「骨格性下顎前突者の随意的口唇閉鎖調節能力」 

丸山 歩美  3年 硬組織疾患制御再建学講座 臨床病態評価学 

主査：芳澤教授 

副査：長谷川教授 

   ：北川教授 

2 
[大学院] 

18：00～18：30 

司会：各務 教授 

「Enhanced bone regeneration capability of chitosan sponge coated 

with TiO2  nanoparticles.」 

Radyum Ikono  論文博士 

主査：宇田川教授 

副査：亀山教授 

   ：横井講師 

 



大学院歯学独立研究科 2005/01/12 

発表内容の要旨（課程博士） 
Abstract of Presented Research (For the Doctoral Course) 

 

学 籍 番 号 
Student ID No. 

ID♯G 1708 
入 学 年 
Entrance Year 

201７ 年 
Year 

（ ふ り が な ）  まるやま あゆみ  

氏 名 
Name in Full 

丸山 歩美  

専 攻 分 野 
Major Field 

硬組織疾患制御再建学講座 臨床病態評価学 

主 指 導 教 員 
Chief Academic Advisor 

山田一尋 

 
 

発 表 会 区 分 
Type of Meeting 

中間発表会  ･  大学院研究科発表会  ･  松本歯科大学学会 
Midterm Meeting / Graduate school research meeting presentation /The Matsumoto Dental University Society 

演題名 / Title of Presentation 

骨格性下顎前突者の随意的口唇閉鎖調節能力 
 

発表要旨 / Abstract 

【目的】不正咬合者と口唇閉鎖力の関連は，様々な研究で示されている。しかし、これまでの研究は最

大口唇閉鎖力が検討され，日常使用されている随意的な口唇機能力については不明な点が多い。そ

こで，本研究では骨格性下顎前突者の随意的口唇閉鎖力について検討した。 

【方法】被験者は，外科的矯正治療を施行する骨格性下顎前突者女性 15 名（平均年齢：20.0±6.2

歳）と個性正常咬合者女性 15 名（平均年齢：22.7±3.3 歳）とした．上下口唇の 6 方向の口唇閉鎖力

を同時に測定できる多方位口唇閉鎖力測定装置を用いて最大口唇閉鎖力と随意的口唇閉鎖力を測

定した。随意的口唇閉鎖力の測定は，口唇閉鎖力を表示するディスプレイに最大口唇閉鎖力の 50％

の目標の点灯後、上下６方向別々に 6 秒間の維持を指示した。目標値から± 8％範囲内の時間の割

合を正確率として，口唇閉鎖調節能力を検討した。  

【結果と考察】最大口唇閉鎖力は，骨格性下顎前突者と個性正常咬合者の間で 6方向ともに差はみら

れなかった。随意的口唇閉鎖能力の骨格性下顎前突者と個性正常咬合者の 6 方向別の比較では，6

方向全てで骨格性下顎前突者が個性正常咬合者に比べ有意に小さい正確率を示した。 

また，個性正常咬合者と骨格性下顎前突者，それぞれの正確率の 6方向別の比較では，2群ともに

6 方向間で有意差を示し．個性正常咬合者では，上唇中央と下唇中央が大きく，下唇右と下唇左が小

さい値を示した．骨格性下顎前突者では，上唇中央が大きく，下唇左と上唇左が小さい値を示した．ま

た，上唇と下唇の正確率の比較では，個性正常咬合者と骨格性下顎前突者ともに，上唇 3 方向が下

唇 3方向よりも有意に大きい正確率を示し，骨格性下顎前突者では上唇中央が下唇中央よりも有意に

大きい正確率を示した． 

以上より，骨格性下顎前突者では最大の力で閉鎖する単純な動きに比べ，随意的な調節する能力

は低く，上唇に比べ下唇で弱いことが示された．これは，前後的骨格の不正が口唇の随意的口唇閉

鎖能力に影響し，骨格性下顎前突者では，上顎骨に対する下顎骨の突出により下唇，特に下唇中央

の随意的調整能力が低くなると推察された． 

 
 

 




